
(57)【要約】

【課題】　　　横線紋の発生を減らすことができる液晶

表示装置を提供する。

【解決手段】　液晶表示装置で、直前の行に印加された

データ電圧に対して反転された極性のデータ電圧が印加

される行に印加されるゲートオン信号のパルス幅を広げ

、同一の極性のデータ電圧が印加される行に印加される

ゲートオン信号のパルス幅を狭める。この時、液晶パネ

ルの下段に向かうにつれてゲートオン信号のパルス幅の

変調量が増加するのが好ましい。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 平 行 に 列 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の デ ー タ 線 及 び 互 い に 平 行 に 行 方 向 に 配 列 さ れ た
複 数 の ゲ ー ト 線 が 形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル と 、
　 前 記 デ ー タ 線 及 び 前 記 ゲ ー ト 線 に 各 々 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 及 び ゲ ー ト オ ン 信 号 の タ イ
ミ ン グ を 調 節 す る 制 御 信 号 を 出 力 す る 信 号 制 御 部 と 、
　 前 記 信 号 制 御 部 の 制 御 信 号 に 合 せ て 前 記 デ ー タ 線 に 前 記 デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る デ ー タ 駆
動 部 と 、
　 前 記 信 号 制 御 部 の 制 御 信 号 に 合 せ て 前 記 ゲ ー ト 線 に 前 記 ゲ ー ト オ ン 信 号 を 順 次 に 出 力 す
る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
を 含 み 、 前 記 信 号 制 御 部 は 、 互 い に 異 な る 極 性 の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る ２ つ の 行 の う ち
、 第 ２ の 行 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、 所 定 幅 よ り 第 １ 変 調 量 の 分 だ け 広
げ る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 ２ つ の 行 の う ち 第 １ の 行 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅
を 、 所 定 幅 よ り 第 ２ 変 調 量 の 分 だ け 狭 め る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は ２ つ の 行 を 基 準 と し て 極 性 が 反 転 さ れ た デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る よ う
に 制 御 し 、 前 記 第 １ 変 調 量 は 前 記 第 ２ 変 調 量 と 同 一 の 値 を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 変 調 量 は 、 前 記 液 晶 パ ネ ル に お い て 、 前 記 デ ー タ 電 圧 が 入 力 さ れ る 領 域 か ら 遠
く 離 れ た 行 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 で あ る ほ ど 大 き い 値 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 行 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 前 記 第 １ 変 調 量 は 、
Ａ － Ｂ （ Ｎ － Ｎ l a s t ）

n （ こ こ で 、 Ｎ は 前 記 液 晶 パ ネ ル に 配 置 さ れ た 複 数 の 行 に お い て 前
記 第 ２ の 行 の 順 番 で あ り 、 Ｎ l a s t は 前 記 複 数 の 行 の う ち 前 記 第 １ 変 調 量 が 適 用 さ れ る 最 後
の 行 の 順 番 で あ り 、 ｎ は 多 項 式 の 次 数 で あ り 、 Ａ 及 び Ｂ は 前 記 液 晶 パ ネ ル の 特 性 に よ る 値
で あ る ）
の 形 態 で 決 定 さ れ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 Ａ 及 び Ｂ は 前 記 信 号 制 御 部 の 内 部 ま た は 外 部 に 位 置 す る メ モ リ に 保 存 さ れ て お り 、
前 記 Ａ － Ｂ （ Ｎ － Ｎ l a s t ）

n の 多 項 式 計 算 は 前 記 信 号 制 御 部 の 内 部 演 算 で 行 わ れ る 請 求 項
５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 液 晶 パ ネ ル に 配 置 さ れ た 複 数 の 行 を ２ つ 以 上 の 区 間 に 分 け て 、 各
区 間 で の 前 記 第 １ 変 調 量 を 線 形 的 に 増 加 さ せ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 の 行 に お い て 、 前 記 各 区 間 の 境 に お け る 第 １ 変 調 量 が 前 記 信 号 制 御 部 の 内 部 ま
た は 外 部 メ モ リ に 保 存 さ れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 第 １ 変 調 量 に よ っ て 増 加 す る 間 隔 を 有 す る ゲ ー ト ク ロ ッ ク を 出 力
し 、
　 前 記 ゲ ー ト オ ン 信 号 は 前 記 ゲ ー ト ク ロ ッ ク の 上 昇 エ ッ ジ よ り 所 定 時 間 遅 れ て 立 上 が り 、
次 の ゲ ー ト ク ロ ッ ク の 上 昇 エ ッ ジ と 同 時 に 立 下 が る ま で の 期 間 を パ ル ス 幅 と し て 有 す る 請
求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 の 出 力 端 子 と 基 準 電 位 の 間 に 直 列 に 連 結 さ れ て お り 、 そ の 接 続 点 で の 出
力 が 前 記 信 号 制 御 部 に 入 力 さ れ る 抵 抗 及 び キ ャ パ シ タ ー を さ ら に 含 み 、
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　 前 記 信 号 制 御 部 の 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ る 第 １ 信 号 と 、 前 記 第 １ 信 号 が 前 記 抵 抗 及 び キ
ャ パ シ タ ー に よ っ て 遅 延 さ れ た 第 ２ 信 号 と の 間 の 遅 延 値 に よ っ て 前 記 第 １ 変 調 量 が 決 定 さ
れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 複 数 の 行 の 第 １ 変 調 量 は 少 な く と も 一 つ の 行 に お け る 第 １ 変 調 量 を 係 数 と し て 有 す
る 多 項 式 に よ っ て 決 定 さ れ る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 少 な く と も 一 つ の 行 の 第 １ 変 調 量 は 前 記 抵 抗 に よ っ て 可 変 で あ る 請 求 項 １ １ に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 複 数 の 列 方 向 デ ー タ 線 及 び 複 数 の 行 方 向 ゲ ー ト 線 が 形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル と 、
　 前 記 デ ー タ 線 及 び 前 記 ゲ ー ト 線 に 各 々 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 及 び ゲ ー ト オ ン 信 号 の タ イ
ミ ン グ を 調 節 す る 制 御 信 号 を 出 力 す る 信 号 制 御 部 と 、
　 前 記 信 号 制 御 部 の 前 記 制 御 信 号 に 合 せ て 前 記 デ ー タ 線 に 前 記 デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る デ ー
タ 駆 動 部 と 、
　 前 記 信 号 制 御 部 の 前 記 制 御 信 号 に 合 せ て 前 記 ゲ ー ト オ ン 信 号 を 前 記 複 数 の ゲ ー ト 線 に 順
次 に 出 力 す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
を 含 み 、 前 記 信 号 制 御 部 は 、 第 １ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 １ の 行 に 印 加 し た 後 、 極 性 反 転 し
た 直 後 の 第 ２ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 ２ の 行 に 印 加 す る 時 の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、
所 定 幅 よ り 第 １ 変 調 量 の 分 だ け 広 げ る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 第 １ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 １ の 行 に 印 加 し た 後 、 極 性 反 転 す る こ
と な く 同 極 性  の デ ー タ 電 圧 を 第 ２ の 行 に 印 加 す る 時 の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、 所
定 幅 よ り 第 ２ 変 調 量 の 分 だ け 狭 め る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 複 数 の 列 方 向 デ ー タ 線 と 、
　 複 数 の 行 方 向 ゲ ー ト 線 と 、
　 前 記 デ ー タ 線 及 び 前 記 ゲ ー ト 線 に 各 々 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 及 び ゲ ー ト オ ン 信 号 の 印 加
タ イ ミ ン グ を 調 節 す る た め の 信 号 制 御 手 段 と 、
を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 信 号 制 御 手 段 は 、 第 １ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 １ の 行 に 印 加 し た 後 、 極 性 反 転 し た 直
後 の 第 ２ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 ２ の 行 に 印 加 し 、 こ の 時 の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、
所 定 幅 よ り 第 １ 変 調 量 の 分 だ け 広 げ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 信 号 制 御 手 段 は 前 記 第 １ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 １ の 行 に 印 加 し た 後 、 極 性 反 転 す る
こ と な く 同 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 ２ の 行 に 印 加 し 、 こ の 時 の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を
、 所 定 幅 よ り 第 ２ 変 調 量 の 分 だ け 狭 め る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 液 晶 表 示 装 置 の ゲ ー ト パ ル ス 幅 変 調 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） は 、 共 通 電 極 や 色 フ ィ ル タ ー な ど が 形 成 さ れ て い る 上 部 基 板 の
配 向 膜 と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ や ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 、 画 素 電 極 な ど が 行 列 状 に 形 成 さ れ て
い る 下 部 基 板 の 配 向 膜 と の 間 に 液 晶 物 質 を 注 入 し 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て
作 る 電 界 で 液 晶 分 子 群 の 配 向 を 変 更 し 、 こ れ で 光 の 透 過 率 を 調 節 し て 画 像 を 表 示 す る 装 置
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 時 は 、 あ る フ レ ー ム で 印 加 し た デ ー タ 信 号 に 対 し 反
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対 極 性 の デ ー タ 信 号 を 次 の フ レ ー ム で 印 加 す る 反 転 駆 動 を す る 。 反 転 駆 動 方 式 と し て は 、
１ ド ッ ト 反 転 方 式 、 ２ ド ッ ト 反 転 方 式 な ど が あ る 。 １ ド ッ ト 反 転 方 式 と ２ ド ッ ト 反 転 方 式
は い ず れ も 、 あ る フ レ ー ム で 印 加 し た デ ー タ 信 号 と 極 性 が 反 対 の デ ー タ 信 号 を 次 の フ レ ー
ム で 印 加 す る 方 法 で あ る 。 １ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 直 前 に ゲ ー ト 線 が 駆 動 さ れ た 画 素 行 に 印
加 す る デ ー タ 信 号 に 対 し て 、 現 在 駆 動 中 の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た 画 素 行 に 印 加 す る デ ー タ
信 号 の 極 性 を 反 対 に す る 方 法 で あ る 。 ま た 、 ２ ド ッ ト 反 転 駆 動 方 法 は 、 現 在 駆 動 中 の ２ つ
の ゲ ー ト 線 に 各 々 連 結 さ れ た ２ つ の 画 素 行 に 印 加 す る デ ー タ 信 号 の 極 性 を 、 直 前 に 駆 動 さ
れ た ２ つ の ゲ ー ト 線 に 各 々 連 結 さ れ た ２ つ の 画 素 行 に 印 加 す る デ ー タ 信 号 の 極 性 に 対 し て
反 転 し て 駆 動 す る 方 法 で あ る 。 な お 、 こ こ で 記 す 極 性 と は 、 共 通 電 極 に 対 し て 画 素 電 極 の
電 位 が 高 い か 低 い か の 区 別 を い う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 高 い 周 波 数 で 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る た め に は 、 ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅
を 狭 く す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 ２ ド ッ ト 反 転 方 式 で 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 時 、 ゲ ー ト
オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 が 短 い と 、 極 性 反 転 し た デ ー タ 信 号 が 入 力 さ れ る 画 素 で は デ ー タ 電 圧
を 十 分 に 充 電 で き な い 。 従 っ て 、 極 性 反 転 さ れ な い デ ー タ 信 号 が 印 加 さ れ る 画 素 行 と 、 極
性 反 転 さ れ た デ ー タ 信 号 が 印 加 さ れ る 画 素 行 の 間 に 、 充 電 不 均 衡 が 発 生 す る 。 こ の 充 電 不
均 衡 が 液 晶 表 示 装 置 の 横 線 紋 と し て 現 わ れ 画 質 不 良 の 原 因 に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 目 的 と す る 技 術 的 課 題 は 、 横 線 紋 の 発 生 を 減 ら す こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 変 調 し て 、 画
素 容 量 の 充 電 を 確 実 に す る 。
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 互 い に 平 行 に 列 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の デ ー タ 線 及 び 互
い に 平 行 に 行 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の ゲ ー ト 線 が 形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル 、 デ ー タ 線 及 び ゲ
ー ト 線 に 各 々 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 及 び ゲ ー ト オ ン 信 号 の タ イ ミ ン グ を 調 節 す る 制 御 信 号
を 出 力 す る 信 号 制 御 部 、 ゲ ー ト 駆 動 部 及 び デ ー タ 駆 動 部 を 含 む 。 デ ー タ 駆 動 部 は 前 記 信 号
制 御 部 の 制 御 信 号 に 合 せ て デ ー タ 線 に デ ー タ 電 圧 を 出 力 し 、 ゲ ー ト 駆 動 部 は 前 記 信 号 制 御
部 の 制 御 信 号 に 合 せ て ゲ ー ト 線 に ゲ ー ト オ ン 信 号 を 順 次 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 は 、 極 性 反 転 を ２ 行 以 上 の 間 隔 で 行 う デ ー タ 電 圧 が 順 次 印 加 さ れ る ２
つ の 行 の う ち 、 第 ２ の 行 （ 反 転 直 後 の 行 ） に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、 所
定 幅 よ り 第 １ 変 調 量 の 分 だ け 広 げ た パ ル ス を 出 力 す る 。
　 こ の 時 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 は 、 前 記 ２ つ の 行 の う ち の 第 １ の 行 （ 反 転 直 後 で は な い 行 ）
に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、 所 定 幅 よ り 第 ２ 変 調 量 の 分 だ け 狭 め た パ ル ス
を 出 力 す る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 前 記 信 号 制 御 部 は 、 前 記 ２ つ の 行 を 基 準 と し て 、 極 性
反 転 し た デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る よ う に 制 御 し 、 前 記 第 １ 変 調 量 は 前 記 第 ２ 変 調 量 と 同 じ
値 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 第 １ 変 調 量 は 、 前 記 液 晶 パ ネ ル に お い て 、 デ ー タ 電 圧 が 入 力 さ れ る 領 域 か ら 遠 く 離
れ た 行 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 で あ る ほ ど 大 き い 値 を 持 つ こ と が 望 ま し い 。
　 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る と 、 前 記 第 ２ の 行 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 前
記 第 １ 変 調 量 は 、 Ａ － Ｂ （ Ｎ － Ｎ l a s t ）

n （ こ こ で 、 Ｎ は 前 記 液 晶 パ ネ ル に 配 置 さ れ た 複
数 の 行 に お け る 前 記 第 ２ の 行 の 順 番 で あ り 、 Ｎ l a s t は 複 数 の 行 の う ち 前 記 第 １ 変 調 量 が 適
用 さ れ る 最 後 の 行 の 順 番 で あ り 、 ｎ は 多 項 式 の 次 数 で あ り 、 Ａ 及 び Ｂ は 前 記 液 晶 パ ネ ル の
特 性 に よ る 値 で あ る ） の 形 態 で 定 め ら れ る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 、 Ａ 及 び Ｂ は 前 記 信 号
制 御 部 の 内 部 ま た は 外 部 に 位 置 す る メ モ リ に 保 存 さ れ て お り 、 Ａ － Ｂ （ Ｎ － Ｎ l a s t ）
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多 項 式 計 算 は 前 記 信 号 制 御 部 の 内 部 演 算 に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る と 、 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 液 晶 パ ネ ル に 配 置 さ れ た 前 記 複 数
の 行 を ２ つ 以 上 の 区 間 に 分 け て 、 各 区 間 で の 前 記 第 １ 変 調 量 を 線 形 的 に 増 加 さ せ る の が 良
い 。 そ し て 前 記 複 数 の 行 に お い て 各 区 間 の 境 界 で の 前 記 第 １ 変 調 量 が 前 記 信 号 制 御 部 の 内
部 ま た は 外 部 メ モ リ に 保 存 さ れ る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る と 、 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 第 １ 変 調 量 に 従 っ て 増 加 す る 間 隔
を 有 す る ゲ ー ト ク ロ ッ ク を 出 力 す る 。 そ し て ゲ ー ト オ ン 信 号 は ゲ ー ト ク ロ ッ ク の 上 昇 エ ッ
ジ よ り 所 定 時 間 遅 れ て 立 上 が り 、 次 の ゲ ー ト ク ロ ッ ク の 上 昇 エ ッ ジ と 同 時 に 立 下 が る ま で
の 期 間 を パ ル ス 幅 と し て 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る と 、 前 記 信 号 制 御 部 の 第 １ 信 号 出 力 端 子 か ら 抵 抗 と キ ャ パ シ
タ ー が 順 次 に 基 準 電 位 ま で 直 列 に 連 結 さ れ て お り 、 そ の 中 間 接 続 点 に お け る 信 号 が 前 記 信
号 制 御 部 に 第 ２ 信 号 と し て 入 力 さ れ る 。 そ し て 前 記 第 １ 信 号 に 対 す る 前 記 第 ２ 信 号 の 遅 延
値 に よ っ て 第 １ 変 調 量 が 決 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 複 数 の 行 の 第 １ 変 調 量 は 少 な
く と も 一 つ の 行 の 第 １ 変 調 量 を 係 数 と し て 持 つ 多 項 式 に よ っ て 定 め る こ と が で き る 。 こ の
時 、 少 な く と も 一 つ の 行 の 第 １ 変 調 量 は 抵 抗 に よ っ て 調 節 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 他 の 観 点 で 眺 め た 本 発 明 に は 、 複 数 の 列 方 向 デ ー タ 線 及 び 複 数 の 行 方 向 ゲ ー ト 線 が
形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル と 、 前 記 デ ー タ 線 及 び 前 記 ゲ ー ト 線 に 各 々 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 及
び ゲ ー ト オ ン 信 号 の タ イ ミ ン グ を 調 節 す る 制 御 信 号 を 出 力 す る 信 号 制 御 部 と 、 前 記 信 号 制
御 部 の 前 記 制 御 信 号 に 合 せ て 前 記 デ ー タ 線 に 前 記 デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る デ ー タ 駆 動 部 、 及
び 前 記 信 号 制 御 部 の 前 記 制 御 信 号 に 合 せ て 前 記 ゲ ー ト オ ン 信 号 を 前 記 複 数 の ゲ ー ト 線 に 順
次 に 出 力 す る ゲ ー ト 駆 動 部 を 含 み 、 前 記 信 号 制 御 部 は 、 第 １ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 １ の 行
に 印 加 し た 後 、 極 性 反 転 し た 直 後 の 第 ２ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 ２ の 行 に 印 加 す る 時 の ゲ ー
ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、 所 定 幅 よ り 第 １ 変 調 量 の 分 だ け 広 げ る 液 晶 表 示 装 置 が 含 ま れ 、
更 に 他 の 観 点 に よ れ ば 、 前 記 信 号 制 御 部 は 前 記 第 １ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 １ の 行 に 印 加 し
た 後 、 極 性 反 転 す る こ と な く 同 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 ２ の 行 に 印 加 す る 時 の ゲ ー ト オ ン 信
号 の パ ル ス 幅 を 、 所 定 幅 よ り 第 ２ 変 調 量 の 分 だ け 狭 め る 液 晶 表 示 装 置 も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 は 物 の 構 造 と し て 記 述 し た 本 発 明 で あ る が 、 使 用 方 法 の 観 点 か ら 眺 め る と 、 複 数 の
列 方 向 デ ー タ 線 、 複 数 の 行 方 向 ゲ ー ト 線 、 前 記 デ ー タ 線 及 び 前 記 ゲ ー ト 線 に 各 々 印 加 さ れ
る デ ー タ 電 圧 及 び ゲ ー ト オ ン 信 号 の 印 加 タ イ ミ ン グ を 調 節 す る た め の 信 号 制 御 手 段 、 を 含
む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 前 記 信 号 制 御 手 段 は 、 第 １ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 １
の 行 に 印 加 し た 後 、 極 性 反 転 し た 直 後 の 第 ２ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 ２ の 行 に 印 加 し 、 こ の
時 の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、 所 定 幅 よ り 第 １ 変 調 量 の 分 だ け 広 げ る 液 晶 表 示 装 置 の
駆 動 方 法 が 本 発 明 に 含 ま れ 、 更 に 前 記 信 号 制 御 手 段 は 前 記 第 １ 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 １ の
行 に 印 加 し た 後 、 極 性 反 転 す る こ と な く 同 極 性 の デ ー タ 電 圧 を 第 ２ の 行 に 印 加 し 、 こ の 時
の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 、 所 定 幅 よ り 第 ２ 変 調 量 の 分 だ け 狭 め る 液 晶 表 示 装 置 の 駆
動 方 法 も 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 極 性 反 転 直 後 の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 行 で は ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル
ス 幅 を 長 く す る の で 、 デ ー タ 線 容 量 及 び 画 素 容 量 に デ ー タ 電 圧 が 充 分 充 電 で き て 、 正 負 両
極 性 の デ ー タ 電 圧 が 均 衡 す る の で 横 線 紋 が 発 生 し な い 。 ま た 、 極 性 を 反 転 し な い デ ー タ 電
圧 が 印 加 さ れ る 行 で も ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 が 適 切 に 狭 く 調 節 で き る の で 横 線 紋 の 反
転 現 象 を 起 こ さ ず に 、 動 作 周 波 数 を 高 く で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-126581 A 2004.4.22



通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は 多 様
に 異 な る 形 態 で 実 現 す る こ と が で き 、 こ こ に 説 明 す る 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。 次 は 、 本 発
明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 的 な 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ 、 ゲ ー ト 駆
動 部 ４ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 及 び 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ を 含 む 。 ゲ ー ト 及 び デ ー タ 駆 動 部
４ ０ ０ ， ５ ０ ０ は 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 上 側 及 び 左 側 に 各 々 位 置 す る 。 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ に
は 走 査 信 号 ま た は ゲ ー ト オ ン 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 Ｇ 1 -Ｇ N が 横 方 向 に の び て 形
成 さ れ て お り 、 画 像 信 号 ま た は デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ M が 縦 方 向 に
の び て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ に は ゲ ー ト 線 Ｇ 1 -Ｇ N と デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ M

を 通 じ て 入 力 さ れ る 信 号 に よ っ て 画 像 を 表 示 す る 複 数 の 画 素 （ 図 示 せ ず ） が マ ト リ ッ ク ス
状 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 複 数 の Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 信 号 を デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 供 給 し 、 ゲ ー ト 及 び
デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ ０ ， ５ ０ ０ を 駆 動 す る た め の 制 御 信 号 を ゲ ー ト 及 び デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ ０
， ５ ０ ０ に 供 給 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は ゲ ー ト オ ン 信 号 を 生 成 し て 信 号 制 御 部 ６ ０ ０
か ら の 制 御 信 号 に 合 せ て ゲ ー ト 線 Ｇ 1 -Ｇ N に 印 加 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 信 号 制 御 部
６ ０ ０ か ら の 階 調 信 号 に 基 づ い て デ ー タ 電 圧 を 選 択 し 、 こ の デ ー タ 電 圧 を 信 号 制 御 部 ６ ０
０ か ら の 制 御 信 号 に 合 せ て 画 像 信 号 と し て デ ー タ 線 Ｄ 1 -Ｄ M に 印 加 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 を 生 成 す る 方 法 に つ い て 図 ２ 乃 至 図 ４ に
基 づ い て 詳 し く 説 明 す る 。 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 液 晶 表 示 装 置 は ２ ド ッ ト 反 転 方 式 で 駆
動 さ れ る も の と し 、 偶 数 番 目 ゲ ー ト 線 Ｇ 2 ， Ｇ 4 ， … ， Ｇ 2 n に 連 結 さ れ た 画 素 に 印 加 さ れ る
デ ー タ 電 圧 が 直 前 の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た 画 素 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 に 対 し て 反 転 し た
電 圧 と す る 。 そ し て Ｓ Ｘ Ｇ Ａ （ １ ２ ８ ０ × １ ０ ２ ４ ） の 解 像 度 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 を 例
と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の タ イ ミ ン グ 図 で あ り 、 図 ３ ａ 乃 至 図 ３ ｃ
は 各 々 液 晶 パ ネ ル の 左 側 、 中 央 及 び 右 側 で ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 領 域 を 示 す も
の で あ る 。 図 ４ は 図 ３ ａ 乃 至 図 ３ ｃ に 共 通 す る 変 調 領 域 を 示 す も の で あ る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 偶 数 番 目 の ゲ ー ト 線 Ｇ 2 i に 印 加 さ れ る ゲ ー ト
オ ン 信 号 Ｓ 2 i の パ ル ス 幅 を 変 調 量 Ｗ 2 i の 分 だ け 広 げ て 隣 接 す る 奇 数 番 目 の ゲ ー ト 線 Ｇ 2 i + 1

ま た は Ｇ 2 i - 1 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 Ｓ 2 i + 1 ま た は Ｓ 2 i - 1 の パ ル ス 幅 を 変 調 量 Ｗ 2 i の
分 狭 め る 。 こ の 際 、 変 調 量 Ｗ 2 i は 偶 数 番 目 の ゲ ー ト 線 Ｇ 2 i に 連 結 さ れ た 画 素 に 充 分 な デ ー
タ 電 圧 が 充 電 さ れ て 横 線 紋 が 現 れ な い 程 度 の 大 き さ の も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し 、 変 調 量 Ｗ 2 i が あ ま り 大 き い と 奇 数 番 目 の ゲ ー ト オ ン 信 号 Ｓ 2 n + 1 の パ ル ス 幅 が 狭
く な っ て 、 奇 数 番 目 の ゲ ー ト 線 Ｇ 2 n + 1 に 連 結 さ れ た 画 素 に デ ー タ 電 圧 が 充 電 さ れ る 時 間 が
短 く な る 。 そ う す る と 、 ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク モ ー ド で は 奇 数 番 目 の ゲ ー ト 線 Ｇ 2 n + 1 に 連 結 さ
れ た 画 素 が 暗 く 表 示 さ れ 、 ノ ー マ リ ホ ワ イ ト モ ー ド で は こ の 画 素 が 明 る く 表 示 さ れ る 現 象
（ 以 下 、 “ 横 線 紋 の 反 転 現 象 ” と い う 。 ） が 現 わ れ る 。 従 っ て 、 変 調 量 Ｗ 2 i は 図 ３ ａ 乃 至
図 ３ ｃ に 示 す よ う に 偶 数 番 目 の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た 画 素 の 充 電 量 を 補 償 す る こ と が で き
る 最 少 の 変 調 量 Ｃ ｎ と 横 線 紋 の 反 転 現 象 が 現 れ な い 最 大 の 変 調 量 Ｉ ｎ の 間 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 実 施 例 の よ う に 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 左 側 に ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ が 位
置 す る 時 は 、 右 側 に 向 か う に つ れ て ゲ ー ト オ ン 信 号 の 遅 延 が 生 じ て 少 な い 変 調 量 で も デ ー
タ 電 圧 の 充 電 量 を 補 償 す る こ と が で き る よ う に な る 。 つ ま り 、 図 ３ ａ 乃 至 図 ３ ｃ に 示 す よ
う に 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 右 側 で の 補 償 条 件 及 び 反 転 条 件 が 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 左 側 よ り
さ ら に 低 い 。 と こ ろ が 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 左 側 と 中 央 及 び 右 側 に 印 加 す る ゲ ー ト オ ン 信
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号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 異 な ら せ る こ と が で き な い た め 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 三 つ の 領 域
で 共 通 す る 狭 い 領 域 に 該 当 す る 変 調 量 を 選 ぶ 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 下 段 に 向 か う に つ れ て デ ー タ 線 の 負 荷 が 増 加 す る の で デ ー タ
電 圧 の 遅 延 も ま た 増 加 す る よ う に な る 。 従 っ て 、 図 ３ ａ 乃 至 図 ３ ｃ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、
こ の よ う な デ ー タ 電 圧 の 遅 延 を 補 償 す る た め に は 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 下 段 に 向 か う に つ れ
て ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 が 増 加 す る の が 好 ま し い 。 次 は 、 変 調 量 を 変 化 さ せ
る 方 法 に つ い て 図 ５ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 液 晶 パ ネ ル で 要 求 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 示 す グ ラ フ で あ り
、 図 ６ 乃 至 図 ８ は 各 々 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ で 要 求 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量
の 範 囲 Ｃ ｎ ～ Ｉ ｎ 内 で パ ル ス 幅 を 変 調 す れ ば 、 横 線 紋 及 び 横 線 紋 の 反 転 現 象 が 現 れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ に 示 し た 第 １ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 2 の ゲ ー ト オ ン 信 号 Ｓ 2 を 変 調 せ
ず に 最 後 の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 1 0 2 4 の ゲ ー ト オ ン 信 号 Ｓ 1 0 2 4 の 変 調 量 を 最 少 と す る 。 そ し て ゲ
ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 各 々 １ 次 乃 至 ４ 次 の 多 項 式 に よ っ て 決 め る 。 こ の 時 、
変 調 量 は 数 式 １ の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 ｉ は ゲ ー ト 線 Ｇ i の 位 置 を 示 し 、 Ｗ 2 i は ２ ｉ 番 目 の ゲ ー ト 線 に 印 加 さ れ る ゲ ー
ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 で あ り 、 Ｇ 2 i は ２ ｉ 番 目 の ゲ ー ト 線 で あ り 、 Ｗ 1 0 2 4 は １ ０
２ ４ 番 目 の ゲ ー ト 線 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 で あ り 、 Ａ は 変 調 量
曲 線 の 形 態 を 決 定 す る 値 で あ っ て 第 １ 偶 数 行 の ゲ ー ト 線 Ｇ 2 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号
Ｓ 2 変 調 量 に よ っ て 決 定 さ れ 、 第 １ の 実 施 例 で は 、
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
と し て 与 え ら れ る 。
　 こ の 時 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 １ 次 式 の 変 調 を 行 う 際 は 横 線 紋 が 多 く 現 れ 、 ２ 次 式 の 際 は
一 部 領 域 に 横 線 紋 が 現 れ る 。 従 っ て 、 第 １ 偶 数 の ゲ ー ト 線 Ｇ 2 と 最 後 の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 2 に
印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 Ｓ 2 ， Ｓ 1 0 2 4 の 変 調 量 を 最 少 と す る 際 に は ３ 次 式 以 上 の 変 調 を
行 う こ と が 最 も 好 ま し い 。 た だ し 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 特 性 に よ っ て ２ 次 式 の 変 調 を 行 う
際 も 横 線 紋 が ほ と ん ど 発 生 し な い 場 合 も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て ２ つ の 変 数 Ａ ， Ｗ 1 0 2 4 さ え 与 え れ ば 任 意 の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 2 i で の ゲ ー ト オ ン 信 号
の パ ル ス 幅 変 調 量 Ｗ 2 i は 、 式 １ に よ り 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ の ロ ジ ッ ク 演 算 で 求 め る こ と が
で き る 。 こ の よ う な 変 数 Ａ ， Ｗ 1 0 2 4 は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ の 内 部 メ モ リ ま た は 外 部 メ モ リ
に 保 存 さ れ る こ と が で き 、 外 部 メ モ リ に 保 存 さ れ る 際 に 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 外 部 メ モ リ
か ら Ｉ 2 Ｃ な ど の デ ジ タ ル バ ス 方 式 で デ ー タ を 受 信 す る 。 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は ２ つ の 変 数
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Ａ ， Ｗ 1 0 2 4 を 用 い て 式 １ の 演 算 を 行 い 全 て の ゲ ー ト 線 で の 変 調 量 を 計 算 し て ゲ ー ト オ ン 信
号 の パ ル ス 幅 を 調 節 す る 。 つ ま り 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 反 転 さ れ た デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ
れ る ゲ ー ト 線 Ｇ 2 i の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 演 算 し た 変 調 量 Ｗ 2 i の 分 だ け 広 げ 、 隣 接
し た ゲ ー ト 線 Ｇ 2 i + 1 ま た は Ｇ 2 i - 1 の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を こ の 変 調 量 Ｗ 2 i の 分 だ け
狭 め る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 調 節 す る た め に 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 図 ２ に 示 す
よ う に 、 ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｐ Ｖ と 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｏ Ｅ の タ イ ミ ン グ を 調 節 す る 。
ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は Ｃ Ｐ Ｖ 信 号 の 上 昇 エ ッ ジ か ら 次 の Ｃ Ｐ Ｖ 信 号 の 上 昇 エ ッ ジ ま で を 一
周 期 と し て ゲ ー ト オ ン 信 号 を 出 力 し よ う と す る が 、 Ｏ Ｅ 信 号 の 下 降 エ ッ ジ か ら 次 の 上 昇 エ
ッ ジ ま で だ け 出 力 で き る 。 従 っ て 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は Ｃ Ｐ Ｖ 信 号 の 間 隔 を 変 調 量 の 分 だ
け 変 化 さ せ て Ｏ Ｅ 信 号 の タ イ ミ ン グ を こ れ に 合 わ せ て 調 節 し 、 ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅
を 変 調 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 図 ７ に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お い て 、 第 １ の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 2 に 印 加 さ
れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 を 一 定 量 変 調 し 、 最 後 の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 1 0 2 4 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン
信 号 の 変 調 量 を 最 小 値 と 最 大 値 の 間 の も の と す る 。 そ う す る と 、 数 式 １ で の Ａ は 、
【 ０ ０ ３ １ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
と し て 与 え ら れ る 。
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の よ う に 変 調 を 行 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ２ 次 式 の 変 調 を 行 う
際 も 横 線 紋 と 横 線 紋 の 反 転 が 現 れ な い 。 そ し て 第 １ の 実 施 例 の よ う に 、 第 ２ の 実 施 例 で も
、 変 調 量 を 決 定 す る ２ つ の 変 数 Ａ ， Ｗ 1 0 2 4 は 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ の 内 部 メ モ リ ま た は 外 部 メ
モ リ に 保 存 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 例 で は 、 多 項 式 を 決 定 す る ２ つ の 変 数 を 信 号 制 御 部 ６ ０ ０
の 内 部 ま た は 外 部 メ モ リ に 保 存 し て か ら 、 ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 式 １ に 示
し た 演 算 に よ っ て 決 定 す る 。 一 方 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 例 と は 異 な り 、 一 つ の 多 項 式 を 使
用 せ ず 、 区 間 を 分 け て 各 々 異 な る １ 次 式 を 適 用 し て 変 調 量 を 決 め る こ と が で き 、 以 下 に 図
９ を 参 照 し て こ の よ う な 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ８ に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に お い て 、 中 間 ゲ ー ト 線 Ｇ 5 1 2 を 中 心 に 液 晶 パ ネ
ル ３ ０ ０ の 上 側 及 び 下 側 に 位 置 す る ゲ ー ト 線 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変
調 を 各 々 数 式 ２ 及 び 数 式 ３ の よ う に １ 次 式 で 計 算 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 数 ５ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 2 及 び 最 後 の 偶 数 ゲ ー
ト 線 Ｇ 1 0 2 4 で の 変 調 量 Ｗ 2 ， Ｗ 1 0 2 4 と 境 界 ゲ ー ト 線 Ｇ 5 1 2 で の 変 調 量 Ｗ 5 1 2 さ え 与 え れ ば 、
式 ２ 及 び 式 ３ を 通 じ て 全 て の ゲ ー ト 線 の 変 調 量 を 決 め る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の よ う
な 変 数 Ｗ 2 ， Ｗ 5 1 2 ， Ｗ 1 0 2 4 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 例 の よ う に 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ の 内 部 ま
た は 外 部 メ モ リ に 保 存 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ３ の 実 施 例 の よ う に 変 調 を 行 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う に ど の ラ イ ン に も 横 線 紋 ま た は 横
線 紋 の 反 転 現 象 が 現 れ な い 。 そ し て 第 ３ の 実 施 例 で は 、 ２ つ の 領 域 に 分 け て 他 の １ 次 式 を
適 用 し た が 、 三 つ 以 上 の 領 域 に 分 け て そ れ ぞ れ 異 な る １ 次 式 を 適 用 す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 第 １ 乃 至 第 ３ の 実 施 例 で は 、 最 後 の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 1 0 2 4 で の 変 調 量 Ｗ 1 0 2 4 が メ
モ リ に 保 存 さ れ て い る が 、 こ の 値 は 可 変 で あ る 。 以 下 に こ の よ う な 実 施 例 に つ い て 図 ９ 及
び 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ９ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に よ る 信 号 制 御 部 を 示 す も の で あ り 、 図 １ ０ は 本 発 明 の 第
４ の 実 施 例 に よ る 信 号 制 御 部 の 入 出 力 の 波 形 を 示 す も の で あ る 。
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら 出 力 さ れ る 任 意 の 信 号 Ｖ ｉ ｎ が 抵 抗 Ｒ の 一 方
の 端 子 に 入 力 さ れ る 。 抵 抗 Ｒ と 接 地 端 ０ と の 間 に は キ ャ パ シ タ ー Ｃ が 直 列 に 連 結 さ れ て お
り 、 抵 抗 Ｒ と キ ャ パ シ タ ー Ｃ の 接 続 点 か ら 出 力 さ れ る 信 号 Ｖ ｏ ｕ ｔ が 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ に
入 力 さ れ る 。 そ う す る と 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 入 力 信 号 Ｖ ｉ ｎ が 抵 抗 Ｒ と キ ャ パ シ タ ー
Ｃ に よ っ て 遅 延 し て 出 力 信 号 Ｖ ｏ ｕ ｔ と し て 出 力 さ れ 、 出 力 信 号 Ｖ ｏ ｕ ｔ は 数 式 ４ の と お
り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 入 力 信 号 Ｖ ｉ ｎ に 対 す る 出 力 信 号 Ｖ ｏ ｕ ｔ の 遅 延 を ク ロ ッ ク を 利
用 し て 測 定 し 、 遅 延 値 Ｄ に よ っ て 最 後 の 偶 数 ゲ ー ト 線 Ｇ 1 0 2 4 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号
の 変 調 量 を 調 節 す る 。 こ の 際 、 遅 延 は 時 定 数 と 呼 ば れ る 抵 抗 値 Ｒ と キ ャ パ シ タ ー 値 Ｃ の 積
Ｒ Ｃ に よ っ て 決 定 さ れ る の で 、 抵 抗 Ｒ の 大 き さ を 可 変 に し て 変 調 量 を 調 節 す る こ と が で き
る 。 従 っ て 、 抵 抗 Ｒ の 大 き さ を 変 化 さ せ な が ら 横 線 紋 が 現 れ な い 変 調 量 を 見 つ け る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ 乃 至 第 ４ の 実 施 例 で は 、 図 ４ に 示 し た 補 償 領 域 に 含 ま れ る よ う に ゲ ー ト 信
号 の パ ル ス 幅 を 変 調 し た が 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ０ の 工 程 条 件 に よ っ て 補 償 領 域 が 変 わ る こ と
が あ る 。 こ の 際 互 い に 異 な る 補 償 領 域 を 同 時 に 満 足 す る 領 域 が 存 在 し な い こ と が あ る の で
、 補 償 領 域 を 広 げ る 必 要 が あ る 。 以 下 に こ の よ う な 実 施 例 に つ い て 図 １ １ を 参 照 し て 詳 し
く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 で は 、 補 償 領 域 を 拡 大 す る た め に ゲ ー ト 信 号 の パ ル ス 幅 を 広 げ る
。 ゲ ー ト 信 号 の パ ル ス 幅 が 広 ま る と 奇 数 番 目 の ゲ ー ト 線 に 印 加 す る ゲ ー ト 信 号 の パ ル ス 幅
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を 狭 め る 量 が 増 加 す る 。 つ ま り 、 図 ３ ａ 乃 至 図 ３ ｃ で 説 明 し た 横 線 紋 の 反 転 現 象 が 起 こ る
境 界 Ｉ ｎ 以 上 に 変 調 を 行 っ て も 反 転 現 象 が 起 こ ら な い 。 従 っ て 、 補 償 領 域 を 拡 大 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に す る た め に 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 で は 、 ゲ ー ト 信 号 の パ ル ス 幅 を 広 げ る た
め 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は Ｏ Ｅ 信 号 を 出 力 し な い 。 そ う す る と 、 図 １ １ に 示 す よ う に ゲ ー ト 駆
動 部 ４ ０ ０ は Ｃ Ｐ Ｖ 信 号 の 周 期 に 合 せ て ゲ ー ト 信 号 パ ル ス を 出 力 す る 。 従 っ て 、 信 号 制 御
部 ６ ０ ０ は Ｃ Ｐ Ｖ 信 号 の 周 期 を 変 調 量 の 分 変 化 さ せ て 出 力 す れ ば 、 ゲ ー ト 信 号 は こ の 変 調
量 の 分 だ け パ ル ス 幅 が 変 調 さ れ る 。 こ の 時 、 ゲ ー ト 信 号 パ ル ス の 立 上 が り を Ｃ Ｐ Ｖ 信 号 の
立 上 が り よ り 所 定 時 間 遅 ら せ る こ と が 望 ま し い 。 こ れ は 、 デ ー タ 信 号 の 発 生 や 信 号 伝 播 の
タ イ ミ ン グ に 誤 差 、 変 動 が あ っ て も 、 極 性 反 転 前 の 信 号 と 反 転 後 の 信 号 と の 混 合 が 生 じ な
い よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 第 ５ の 実 施 例 に よ れ ば 、 ゲ ー ト 信 号 の パ ル ス 幅 が 広 ま る の で 前 述 し た 補 償 領
域 を 拡 大 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 液 晶 パ ネ ル の 工 程 偏 差 が 存 在 し て も 同 一 の 信 号 制 御
部 ６ ０ ０ を 利 用 し て 変 調 量 を 調 節 す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 第 １ 乃 至 第 ５ の 実 施 例 で は 、 奇 数 番 目 の ゲ ー ト 線 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号
の パ ル ス 幅 を 、 隣 接 し た 偶 数 番 目 の ゲ ー ト 線 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変
調 量 の 分 だ け 狭 め る こ と を 説 明 し た が 、 ２ つ の 変 調 量 を 異 な ら せ る る こ と も で き 、 さ ら に
、 奇 数 番 目 の ゲ ー ト 線 の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 は 変 調 し な い こ と も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ゲ ー ト 線 Ｇ 2 i の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を 演 算 し た 変 調 量 Ｗ 2 i の 分 だ け 広 げ 、 隣 接 し
た ゲ ー ト 線 Ｇ 2 i + 1 ま た は Ｇ 2 i - 1 の ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 を こ の 変 調 量 Ｗ 2 i の 分 だ け 狭
め る 。
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 は こ れ に
限 定 さ れ ず 、 請 求 の 範 囲 で 定 義 し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し た 当 業 者 の 多 様 な 変 形
及 び 改 良 形 態 も 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 的 な 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 各 々 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 液 晶 パ ネ ル の 左 側 、 中 央 及 び 右 側 の ゲ ー ト オ ン 信 号 パ ル ス 幅 の 変 調 領 域 を 示 す
も の で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 液 晶 パ ネ ル の 左 側 、 中 央 及 び 右 側 の ゲ ー ト オ ン 信 号 パ ル ス 幅 の 変 調 領 域 を 示 す
も の で あ る 。
【 図 ３ ｃ 】 液 晶 パ ネ ル の 左 側 、 中 央 及 び 右 側 の ゲ ー ト オ ン 信 号 パ ル ス 幅 の 変 調 領 域 を 示 す
も の で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ ａ 乃 至 図 ３ ｃ に お い て 共 通 す る 変 調 領 域 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ５ 】 液 晶 パ ネ ル で 要 求 さ れ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 示 す グ ラ フ で あ る
。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の パ ル ス 幅 の 変 調 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 信 号 制 御 部 を 示 す も の で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 し た 信 号 制 御 部 の 入 出 力 波 形 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 各 々 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ゲ ー ト オ ン 信 号 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 　 ３ ０ ０ 　 　 液 晶 パ ネ ル
　 　 ４ ０ ０ 　 　 ゲ ー ト 駆 動 部
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　 　 ５ ０ ０ 　 　 デ ー タ 駆 動 部
　 　 ６ ０ ０ 　 　 信 号 制 御 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】

(11) JP 2004-126581 A 2004.4.22



【 図 ３ ｃ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(12) JP 2004-126581 A 2004.4.22



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｖ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ａ          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H093 NA31  NA41  NA43  NC09  NC11  NC16  NC41  ND01  ND34  ND60
　　　　 　　        NE10
　　　　 　　  5C006 AC24  AC27  AF13  AF42  AF43  AF46  AF51  AF71  BB16  BC03
　　　　 　　        BC11  BC22  BF01  FA22  GA02
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD05  EE28  FF11  GG12  JJ02  JJ04  JJ05

(13) JP 2004-126581 A 2004.4.22



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2004126581A 公开(公告)日 2004-04-22

申请号 JP2003339271 申请日 2003-09-30

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

[标]发明人 金英基
李昇祐

发明人 金 英 基
李 昇 祐

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36

CPC分类号 G09G3/3648 G09G3/3614 G09G3/3677 G09G2310/02 G09G2320/0223

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G09G3/20.621.B G09G3/20.621.E G09G3/20.622.C G09G3/20.622.D 
G09G3/20.623.C G09G3/20.631.V G09G3/20.642.A

F-TERM分类号 2H093/NA31 2H093/NA41 2H093/NA43 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/NC16 2H093/NC41 2H093
/ND01 2H093/ND34 2H093/ND60 2H093/NE10 5C006/AC24 5C006/AC27 5C006/AF13 5C006/AF42 
5C006/AF43 5C006/AF46 5C006/AF51 5C006/AF71 5C006/BB16 5C006/BC03 5C006/BC11 5C006
/BC22 5C006/BF01 5C006/FA22 5C006/GA02 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD05 5C080/EE28 
5C080/FF11 5C080/GG12 5C080/JJ02 5C080/JJ04 5C080/JJ05 2H193/ZP20

优先权 1020020060115 2002-10-02 KR

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够减少水平线的发生的液晶显示装置。 在液
晶显示装置中，施加到施加到行的栅极导通信号的脉冲宽度被加宽，相
对于施加到前一行的数据电压的极性反转的数据电压被加宽，相同极性
的数据被加宽。施加到施加电压的行的栅极导通信号的脉冲宽度变窄。
此时，优选栅极导通信号的脉冲宽度的调制量随着流向液晶面板的下段
而增加。 .The

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/8d1db7f3-ee55-4036-aadb-e321584fe1d3
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032291685/publication/JP2004126581A?q=JP2004126581A

